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わいわい探検隊！
　昨今のタイムカードはカード式がありますが、わいんで
は紙に印字するタイプのタイムカードを使用しています。
　時間が印字されているときちんと打刻したのか確認が
できますし、タイムカードの置く場所を出勤時と退勤時に
分けることで打刻忘れを防止する工夫もしています。
　以前は工場と制作棟の入り口にそれぞれ機械を置い
ていましたが、現在は事務所に2台置いています。　工場
部門の社員はわざわざ事務所に行かなければなりませ
んが、社員全員が事務所を通ることで朝の挨拶が活発に
生まれ、部門を越えたコミュニケーションが増えているよ
うに感じます。

厳しい寒さも次第に緩み、春が近づいてきますね。
こんにちは！和歌山印刷所、通称「わいん」です。
いつもお世話になっている方々への感謝の気持ち、皆さんはどのように伝えていますか？
今月は弊社の取り組み「ありがとうカード」についての特集です。

■5S「躾」
今回は5Sのひとつ、「躾」に関する弊社の取り組みについてご紹介します。
そもそも「躾」とは、「ルールを定めて、定めたルールを遵守する」ことです。よく5Sの整理・
整頓・清掃のルールづくり、ルール遵守のために用いられる概念ですが、弊社では別の取り
組みにも活用しています。
それが「ありがとうカード」です。

■ありがとうカード
私たちが働く意味・意義は、私たちが作った印刷物を使って情報を伝えることで、
物がたくさん売れたり、人がたくさん来てくれたりした結果、お客様に喜んでい
ただき、私たちの仕事が社会に必要とされることです。いわゆる「お客様にハッピー
をお届けする」というゴールを設定し、そこを目指して働いています。
しかし、お客様のハッピーニーズは常に変化しています。お客様に確実なハッピー
をお届けするには、日頃から私たちが仲間に対して感謝する、人を褒めるといっ
たポジティブな習慣により、まず私たちがハッピーになるということが必要不可欠
です。そのために、月に一度、名刺サイズの「ありがとうカード」に、他の社員
への感謝を全社員が綴っています。相手は個人でも部署でも構いません。最終的
に全社員分がボードにまとめられて食堂に掲示され、感謝された方が月間 MVP
として毎月表彰されます。

■感謝の「見える化」
感謝の言葉を毎月書いたり、食堂に掲示したり、そんなことで何が変わるのかと思われ
るかもしれません。しかし、このカードにより定期的に感謝の想いが文字になり、掲示
されることにより、感謝された者、褒められた者はもっと人に褒めてもらおう、もっと
評価を上げてもらおうと向上心が湧いてくるでしょう。また、感謝した者、褒めた者に
も人の良い点を見つける視点ができます。
つまり感謝する側、される側双方の成長に繋がっていくとともに、お客様にハッピーを
お届けするゴールにも近づくことができるので、この「ありがとうカード」という小さ
な感謝状に取り組んでいるのです。目指すべきはこれらの活動が主体的に行われ、カー
ドが必要でない状態ですが、できることからコツコツと続けていきたいと思っています。
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今回の記事で印象に残った記事などがありましたら下記のチェックボックスにチェックを
入れ、感想をご記入の上で FAX を送っていただけるとクオカード（500 円分）を抽選で
プレゼントいたします。（FAX/073-452-2631）

ち
ょ
い
と
こ
こ
ら
で　
　

 

を
ひ
と
つ

小
噺

ち
ょ
い
と
こ
こ
ら
で　
　

 

を
ひ
と
つ

小
噺

題
目 

ト
ム
ソ
ン
加
工

今年の目標は転ばずに滑りきること！
向井　友祐（営業部：25歳）です！

走れ、営業マン！！

印
刷
七
転
び
八
起
き

和歌山印刷所ニュースレター・アンケートのコーナー

□特集「ありがとうカード」　□わいわい探検隊　□印刷七転び八起き　□走れ、営業マン！！　

ご意見・ご感想等（御社名 /　　　　　　　　　　　　　　御氏名 /　　　　　　　　　　　　　）

　まもなく新年度です。この時期になると小学生
の頃に流行っていたレミオロメンの「3月9日」を
思い出します。
　新しい場所で新しいことを始める時、たとえそ
の場所にはひとりぼっちだったとしても、どこかで
同じように頑張ろうとしている誰かがいる。それが
自分の頑張る力になるし、そうして頑張る自分が
また誰かの頑張る力になればいい。
　なんとも励まされる歌です。以前はあまり歌詞
を気にしていませんでしたが、聴き直してみて魅
力に気づくことができました。新しいものも古い
ものも大切にしていきたいですね。

（編集長：椿原健太）

編集後記

　大好きなミュージシャンはいらっしゃいますか？私が30年以
上ハマっているのは「スターダスト☆レビュー」。
　大ヒット曲こそありませんが、そのライブクオリティはプロか
らも高く評価されているバンドです。1月に大阪であったライ
ブに参戦しまして、「還暦少年」という曲のフレーズが心に響き
ました。
　“いくつになっても大器晩成。いまだ
に夢を追いかけ続ける。”53歳なんて
まだまだ。お楽しみはこれからだ。そう
言われている気がしました。
　『目指すぜ！還暦少年！』新しい
　目標ができました。

　基本的にはインドアな私ですが、冬だけは最近始めた「ス
ノーボード」をするために雪山へ出掛けます。「スノボができ
る！」といえば聞こえはいいですが、実際はすぐ転びますし、
へっぴり腰になるのでそうもいきません。しかし、下手であ
ろうがかなりのスピードがでるので、疾走感はすばらしく、何
度も滑りに行きたくなる魅力があ
ります。
　日頃は車の運転ばかりで運動不
足が否めないので、スノボをして
少しでも体を動かそうと思います。
　皆さんもウインタースポーツを
はじめてみてはいかがですか？

「還暦少年」
田中　善紀（取締役営業本部長：53歳）です！
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トムソン加工とは、印刷した
パッケージ(紙箱・化粧箱・紙
器)用の厚紙を展開図の形に
抜くパッケージ作成の要と
なる加工です。

●トムソン加工について


